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1 はじめに
近年，ブログの爆発的普及により，多くの人が個人の関
心や評判などをウェブ上で発信するようになった．それ
に伴い，多くの情報がブログを通じてウェブ上から取得
できるようになった．ブログからの情報収集の方法とし
ては，既に多くのサービスがあり，様々な研究もなされ
ている．特定のキーワードに対する評判情報や時系列分
布をブログから取得するサービスにはKizasi.jp1などが
あり，また，キーワードでブログを検索するサービスに
はYahoo!ブログ検索2やGoogleブログ検索3がある．こ
れらの検索サービスは，巨大なブログ空間に対する索引
付けという観点から見ると，キーワードや評判，時系列
変化などによる索引付けを行い，それらの索引を用いて
利用者の検索要求を満たすブログ記事やブログサイトを
検索する，と位置付けることができる．また，テクノラ
ティ4のようなカテゴリ式のブログ検索サービスもよく
知られている．この場合，ブログ空間に対する索引付け
という観点から見ると，主として人手により付与された
カテゴリ情報が，ブログ空間に対する索引であると位置
付けることができる．
ここで，これらの既存のブログ検索サービスは，ブロ

グ空間に対する索引付けの粒度と体系化の二点において
不十分であると言える．まず，カテゴリ式のブログ検索
サービスにおいては，人手により設定されたカテゴリの
体系が十分な網羅性を持つとは言えず，また，実際の検
索要求に比べて，カテゴリの粒度が粗すぎる傾向がある．
一方，キーワードや評判，時系列変化などによるブログ
検索サービスの場合は，個々の索引の粒度が細かく，ま
た，それらの索引全体を体系化してとらえることが困難
である．したがって，利用者が，検索要求に対して適切
な索引を想起することができなければ，巨大なブログ空
間に対して容易にはアクセスできない．
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このような現状をふまえて，本研究では，巨大なブロ
グ空間へのアクセスを実現するにあたって，より適切な
粒度で，しかも，十分に体系化された索引付けの一つの
方式として，あらゆる事柄が詳細に体系化された知識体
系であるWikipediaとブログサイトを対応付けるアプ
ローチをとる ．
本論文では，[川場 08]の手法を用いて，Wikipediaを

トピック体系として日本語ブログ空間のおけるブログサ
イトの分布を求めた．また，検索ヒット数が一定数ある
トピックは，それに関連するブログサイトが存在すると
仮定した．この仮定をもとに，Wikipediaエントリをブ
ログ検索し，得られたヒット数を利用して，Wikipedia
エントリに対応するブログサイトの有無の推定を行った．
その結果，ヒット数が 1万から 50万の範囲のエントリに
は，そのエントリについて詳細な記述をしたブログサイ
トが多く分布している事が分かった．また，ブログサイト
が多く分布するトピックの有無をより正確に推定するた
めには，個々のブログサイトを判定する必要がある．そこ
で，Wikipediaエントリから得られる知識を素性として
機械学習 (Support Vector Machines(SVM) [Vapnik98])
によってブログサイトのトピック判定を行う方式を提案
する．

2 Wikipedia

2.1 カテゴリ・エントリの階層的構造
Wikipediaとは多くの人が自由に書くことができるイン
ターネット上の巨大な百科事典であり，日本語で約 55
万エントリ存在する (2009年 1月現在)．本論文の実験
では 2007年 11月の段階での日本語約 40万エントリか
ら，「過去ログ」「日付」のようなノイズになりそうなエ
ントリを除外した 305,986エントリを対象としている．

Wikipediaは図 1に示すように，カテゴリがグラフ構
造になっており，任意の位置にあるカテゴリの節点が任
意の個数のエントリを持つ．日本語Wikipediaでは，エ
ントリを一つ以上持つカテゴリが，29,970カテゴリ存
在する．また，カテゴリ節点間の最長リンク数は 10で
ある．
本論文では，Wikipediaの階層構造の，根に相当する

カテゴリの子にあたる 8 つのカテゴリ「学問・技術・自
然・社会・地理・人間・文化・歴史」を第一層のカテゴリ
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図 1: Wikipediaの構造

と定義する5また，第一層のカテゴリから 1ステップで
辿る事の出来るカテゴリ約 300個を，第二層のカテゴリ
と定義する．さらに，第二層のカテゴリから 1ステップ
でたどることのできるカテゴリを第三層のカテゴリ，第
三層のカテゴリから 1ステップで辿ることのできるカテ
ゴリを第四層のカテゴリと定義する．また，第二層のカ
テゴリ以降は同じ階層のカテゴリにも親子関係がある場
合がある．本論文では，Wikipediaの第一層カテゴリか
らの最短距離を用いて，各カテゴリの階層を決定した．

2.2 Wikipediaエントリと上層カテゴリの
対応付け

本論文では，任意の日本語Wikipediaのエントリを，そ
のエントリから最短の第一層もしくは第二層カテゴリに
対応付けた．Wikipediaの各エントリから，第一層もし
くは第二層カテゴリを幅優先で再帰的に探索する．エン
トリから，第一層もしくは第二層カテゴリのいずれかに
到達すると探索を終え，辿りついたカテゴリとエントリ
が対応付けられる．また，同じ距離に対象カテゴリが複
数ある場合は重複を認め，同距離に複数のカテゴリが無
い場合は，三位までの最短カテゴリを対応付けた．

3 Wikipediaエントリのタイトルの
ヒット数を用いたブログサイトの有
無の推定

3.1 概要
Wikipedia のエントリを無作為に選んで，ヒット数と
Wikipediaエントリに対応するトピックのブログサイト
の有無の相関性を調べたところ，検索ヒット数が多いも

5階層構造の根の子に相当するカテゴリとしては，本論文に記した
8 個以外に「総記」カテゴリが存在するが，「総記」カテゴリにリンク
するエントリ・カテゴリは「過去ログ」「履歴」のようなWikipedia
に独特のものである．よって，本論文の実験においては「総記」カテ
ゴリ，および，「総記」カテゴリのみにリンクするカテゴリを除外して
いる．

のは「人」「ブログ」などの一般語が多く含まれ，逆に検
索ヒット数が少ないものはあまり人に知られていない地
名や人名などが多く見られた．また，検索ヒット数が 1
万から 50万のエントリのトピックには，「養子縁組」「デ
パ地下」「盲導犬」などのブログサイトが存在するトピッ
クが多いことがわかった．この結果，ヒット数 1万から
50万の範囲のエントリにブログサイトが多く分布する
ことがわかった．そこで，本節では，この傾向を定量的
に検証するために，エントリ名のヒット数とブログサイ
トの有無に相関があるか否かを分析した結果を示す．

3.2 評価対象のWikipediaエントリおよび
ブログサイト

以下の節では，まず，評価対象となるWikipediaエント
リおよびブログサイトを選定する手順について述べる．
3.2.1 Wikiepdiaエントリの選定手順
まず，本論文では，前節の観察に基づいて，Wikipedia
エントリに対して，タイトルのヒット数が 1万以下，1
万から 50万，50万以上の 3つの範囲を設けて，各範囲
ごとにWikipediaエントリを選定することとする6．
次に，Wikipediaのエントリ内から無作為にカテゴリ

を選び，それらのカテゴリに属するエントリを数個 (無
作為に)サンプリングした．サンプリング手順を図 3に
示す．サンプリングの結果，ヒット数 50万以上を 13エ
ントリ，ヒット数 1万から 50万以上を 82エントリ，ヒッ
ト数 1万以下を 87エントリ，それぞれサンプリングす
ることができた．
3.2.2 ブログサイトの収集
次に，前節で選定した各Wikipedia エントリ eについ
て，人手評価の対象とするブログサイトを収集する．以
下ではエントリ eに対応して用いる検索クエリとして，
Wikipedia エントリ名 t(e) を用いる．ここで，検索さ
れるべきブログサイトは，Wikipediaエントリ eに対応
するトピックについて詳細な記述が多いブログサイト
である．このことを実現するために，本論文では，検索
クエリとして用いるWikipediaエントリ名 t(e)の，ブ
ログサイト内での出現数を用いて，Wikipediaエントリ
e のトピックとの対応度合いを測定する．具体的には，
Wikipediaエントリ名 t(e)を検索クエリとした通常の検
索方法でブログサイトを検索した後，エントリ名の出現
数順にブログサイトを並び替えて，その上位 20ブログ
サイトを対象として，Wikipediaエントリ eとのトピッ

6参考情報として，Wikipediaエントリすべてに対して，ブログ空
間全体におけるエントリ名の検索ヒット数を求め，検索ヒット数によ
るWikipedia エントリの分布を求めた結果を図 2 に示す．この結果
においては，ヒット数が１万から 50 万のエントリは 40,852 個あり，
全体の 14%であった．
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図 2: Wikipediaエントリにおけるブログヒット数の分
布 (総数 305,986)
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図 3: Wikipediaエントリのサンプリング手順

クの対応を人手で評価した．ここで，ブログサイトを検
索するために，Yahoo!Japan検索 APIを利用し，大手
11社7 のドメインを対象とした．

3.3 評価結果
ブログサイト単位でのトピックの判定結果に基づいて，
表 1の評価基準を用いて，トピック単位での評価を行っ
た．その結果，ヒット数 1万から 50万の範囲に，ブロ
グサイトが存在するトピックが多く分布していた．よっ
て，トピックのヒット数とWikipediaエントリの対応す
るブログサイトの有無には相関性があることがわかった．
トピックの評価の分布をヒット数のレンジごとに示した
ものを図 4に示す．ここで，検索クエリとなったトピッ
クに対応するブログサイトの数は，ヒット数 50万以上
のトピックでは，209ブログサイト中 51ブログサイト，
ヒット数 1万から 50万の範囲のトピックでは，1150ブ
ログサイト中 326ブログサイト，ヒット数 1万以下のト
ピックでは，1125ブログサイト中 204ブログサイトで
あった．

4 機械学習によるブログサイトのト
ピックの自動判定

3 節の分析結果から，トピックのヒット数を用いて
Wikipedia エントリに対応するブログサイトの有無を
粗く推定することが可能であることがわかった．しかし，

7FC2.com，yahoo.co.jp，rakuten.ne.jp，ameblo.jp，
goo.ne.jp， livedoor.jp，Seesaa.net，jugem.jp，yaplog.jp，
webry.info.jp，hatena.ne.jp

表 1: ブログサイトの有無推定結果の評価基準
評価 基準　
C1 トピックについて詳しいブログサイトが 10 件以上
C2 トピックについて詳しいブログサイトが 5 件以上
C3 トピックについて詳しいブログサイトが 1 件以上
HU トピックの上位概念についてのブログサイトがある
HL トピックの下位概念についてのブログサイトがある
E トピックについて詳しいブログサイトがない
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図 4: 各レンジのWikipediaエントリの分布

トピックの判定をより正確に行うためには，各々のブロ
グサイトについてトピック判定を行う必要がある．本節
では，Wikipediaから得られるトピックの関連語を利用
して，ブログサイトのトピック判定を自動で行った．具
体的には各々のブログサイトに対して，トピックの関連
語のヒット数や関連語の出現種類数を素性とする機械学
習 (Support Vector Machines (SVM))を適用した．

4.1 学習および判定手順
本節では SVMを用いて，ブログサイトがトピックにつ
いて書かれたものかどうかを判定する．SVMのツール
としてTinySVM8を用いた．また，訓練および評価事例
を 〈be, c〉と記述する．ここで，be はWikipediaエント
リ名 t(e)をトピックとして検索されたブログサイト，c

は be がそのトピック t(e)について書かれたものかどう
かを示す．be が正解の場合 c = +となり，そうでない
場合 c = −となる．
また，素性としては，エントリ名のブログサイト内

表 2: ブログサイト内での関連語のヒット数・種類数を
用いた素性一覧

ID 素性　
1 ピックのヒット数
2 H関連語のヒット数の総和
3 M関連語のヒット数の総和
4 L関連語のヒット数の総和
5 H関連語の種類数
6 M関連語の種類数
7 L関連語の種類数
8 全関連語の種類数

8http://chasen.org/~taku/software/TinySVM/
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表 3: SVMを用いたブログサイトのトピックの自動判
定の評価結果 (%)

(a)ヒット数 1万以下のトピック
条件 素性 適合率 再現率 F値
ベースライン 1 62.5 36.1 49.3

F値 1位 3(+6) 55.8 71.6 63.7

適合率 1位 3+7 69.4 42.6 56.0

適合率 1位 (信
頼度閾値 0.9)

1+8 80.0 16.4 48.2

(b)ヒット数 1万 ∼50万のトピック
条件 素性 適合率 再現率 F値
ベースライン 1 59.8 76.9 68.4

F値 1位 1+3 66.3 72.0 69.2

適合率 1位 3+8 73.3 46.3 59.8

適合率 1位 (信
頼度閾値 0.9)

1+8 83.9 20.3 52.1

(c)ヒット数 50万以上のトピック
条件 素性 適合率 再現率 F値
ベースライン 1 65.3 45.7 55.5

F値/適合率 1位 3+6+8 87.5 65.0 76.3

適合率 1 位 (信
頼度閾値 0.2)

3+6 86.3 54.9 70.6

ヒット数に加えて，Wikipediaから得られる関連語を利
用した．Wikipediaのエントリから得られる関連語とし
てはWikipediaエントリ中のリンクテキスト，太字，リ
ダイレクト語がある．また，加えて，エントリと同名の
Wikipediaカテゴリがあった場合，そのWikipediaカテ
ゴリの持つ子エントリのエントリ名も関連語として利用
した．このようにして関連語を取得した結果，一トピッ
クあたり平均 15個の関連語が得られた．これらの関連
語を APIで検索し，関連語のヒット数および，各ブロ
グサイト内での関連語のヒット数を取得した．ここで，
関連語の持つヒット数を 50万以上，1万から 50万，1
万以下の 3つの範囲に分け，それぞれ H関連語，M関
連語，L関連語とした．これらの情報を用いて設計した
素性を表 2に示す9．
また，分離平面からの距離を信頼度とし，信頼度が一

定の範囲以下であるものを除外した．信頼度を用いて候
補を絞りこむと，再現率が下がってしまうが，本研究で
はトピックごとについて詳しく書かれたブログがあるか
ないかということを正確に判定する必要があるため，再
現率よりも適合率を重視する．信頼度は F値が最低で
も 50前後になる範囲で，適合率が最大にになるところ
を閾値とした．
訓練および評価事例には，3節で評価したブログサイ

トを利用した．また，ヒット数 50万以上，1万から 50
9素性 ID=1∼4 の素性は，5 段階のレンジに分けて，各レンジに

該当するか否かを個別の二値素性とした．

万，1万以下の各範囲で，ブログサイトの正例・負例が
同数になるように調整した．そのため，ヒット数 50万
以上での訓練および評価事例は 102個，ヒット数 1万
から 50万では 652個，ヒット数 1万以下では 408個と
なった．これらに対して，それぞれ 10分割交差検定を
行った．カーネル関数として，二次多項式カーネルを採
用した．

4.2 評価結果
実験を行った結果を表 3に示す．ヒット数 1万以上のト
ピックに関してはいずれもベースラインよりより高い性
能を達成している．これは，もともとのトピックにある
程度のヒット数があり，関連語の情報も多く得られたた
めであると考えれられる．一方，ヒット数 1万以下のト
ピックに対しては，相対的に性能が低くなったが，これ
は，もともとのヒット数が少ないために，関連語のヒッ
ト数などの情報を十分に得ることができなかったためで
あると考えられる．今後は，ヒット数が少ない範囲のト
ピックについても適合率を上げるために，Wikipediaの
本文テキストの情報や，ブログサイトの記事単位の情報
を素性として利用する．

5 関連研究
ブログサイトの検索に関する関連研究として，ブロガー
の熟知度に基づき，ブログサイトをランキングする研
究 [中島 08]などがある．また，TRECの 2007年度の
Blog Distillationタスク [Macdonald07]では，ある特定
のトピックについて検索したときに，そのトピックにつ
いて詳しく書かれていて，繰り返し見たいと思うブログ
サイトを検索するというタスクを行っている．本研究の
タスクにおいてもこれらのタスクで用いられた手法の適
用を検討する予定である．

6 おわりに
本論文では，ブログ空間におけるWikipediaのエントリ
の分布を，各エントリのブログ検索ヒット数で近似した．
また，SVMを用いて各トピックの持つブログサイトの
評価を行った．
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